
一

（
二
七
二
）

本
分
科
会
は
令
和
六
年
四
月
十
五
日（
月
曜
日
）委
員
会
に

お
い
て
、
設
置
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

五
月
十
日

　
本
分
科
員
は
委
員
長
の
指
名
で
、
次
の
と
お
り
選
任
さ

れ
た
。

　
　
　
　
　
　
小
林　
史
明
君　
　
　
　
中
谷　
真
一
君

　
　
　
　
　
　
中
西　
健
治
君　
　
　
　
西
村　
康
稔
君

　
　
　
　
　
　
森　
　
英
介
君　
　
　
　
青
柳
陽
一
郎
君

　
　
　
　
　
　
櫻
井　
　
周
君　
　
　
　
浦
野　
靖
人
君

　
　
　
　
　
　
庄
子　
賢
一
君　
　
　
　

渕　
万
里
君

五
月
十
日

　
中
西
健
治
君
が
委
員
長
の
指
名
で
、
主
査
に
選
任
さ
れ

た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
六
年
五
月
十
三
日（
月
曜
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
開
議

　
出
席
分
科
員

　
　
　
主
査　
中
西　
健
治
君

　
　
　
　
　
　
大
岡　
敏
孝
君　
　
　
　
小
林　
史
明
君

　
　
　
　
　
　
坂
井　
　
学
君　
　
　
　
中
川　
貴
元
君

　
　
　
　
　
　
中
谷　
真
一
君　
　
　
　
中
根　
一
幸
君

　
　
　
　
　
　
森　
　
英
介
君　
　
　
　
吉
田　
真
次
君

　
　
　
　
　
　
鷲
尾
英
一
郎
君　
　
　
　
青
柳
陽
一
郎
君

　
　
　
　
　
　
大
島　
　
敦
君　
　
　
　
櫻
井　
　
周
君

　
　
　
　
　
　
階　
　
　
猛
君　
　
　
　
山
井　
和
則
君

　
　
　
　
　
　
阿
部　
　
司
君　
　
　
　
浦
野　
靖
人
君

　
　
　
　
　
　
漆
間　
譲
司
君　
　
　
　
金
村　
龍
那
君

　
　
　
　
　
　
庄
子　
賢
一
君　
　
　
　

渕　
万
里
君

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
国
務
大
臣

　
　
　
（
原
子
力
防
災
担
当
）　　
　
　
　
伊
藤

太
郎
君

　
　
　
国
務
大
臣

　
　
　
（
内
閣
官
房
長
官
）　　
　
　
　
　
林　
　
芳
正
君

　
　
　
国
務
大
臣

　
　
　
（
デ
ジ
タ
ル
大
臣
）　　
　
　
　
　
河
野　
太
郎
君

　
　
　
国
務
大
臣

　
　
　
（
復
興
大
臣
）　　
　
　
　
　
　
　
土
屋　
品
子
君

　
　
　
国
務
大
臣

　
　
　
（
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
）

　
　
　
（
防
災
担
当
）　　
　
　
　
　
　
　
松
村　
祥
史
君

　
　
　
国
務
大
臣

　
　
　
（
こ
ど
も
政
策　
少
子
化
対
策

　
　
　
　
若
者
活
躍　
男
女
共
同
参
画

　
　
　
担
当
）�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤　
鮎
子
君

　
　
　
国
務
大
臣

　
　
　
（
新
し
い
資
本
主
義
担
当
）

　
　
　
（
経
済
財
政
政
策
担
当
）　　
　
　
新
藤　
義
孝
君

　
　
　
国
務
大
臣

　
　
　
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）

　
　
　
（
消
費
者
及
び
食
品
安
全
担
当
）

　
　
　
（
地
方
創
生
担
当
）

　
　
　
（
国
際
博
覧
会
担
当
）　　
　
　
　
自
見
は
な
こ
君

　
　
　
内
閣
府
副
大
臣　
　
　
　
　
　
　
井
林　
辰
憲
君

　
　
　
文
部
科
学
副
大
臣　
　
　
　
　
　
今
枝
宗
一
郎
君

　
　
　
内
閣
府
大
臣
政
務
官　
　
　
　
　
平
沼
正
二
郎
君

　
　
　
衆
議
院
事
務
総
長　
　
　
　
　
　
岡
田　
憲
治
君

　
　
　
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
事
務
局
長　
鈴
木　
千
明
君

　
　
　
裁
判
官
訴
追
委
員
会
事
務
局
長　
中
村　
　
実
君

　
　
　
国
立
国
会
図
書
館
長　
　
　
　
　
倉
田　
敬
子
君

　
　
　
会
計
検
査
院
長　
　
　
　
　
　
　
田
中　
弥
生
君

　
　
　
会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
総

　
　
　
長
官
房
審
議
官　
　
　
　
　
　
　
豊
岡　
利
昌
君

　
　
　
会
計
検
査
院
事
務
総
局
第
一
局

　
　
　
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
規
人
君

　
　
　
会
計
検
査
院
事
務
総
局
第
二
局

　
　
　
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡　
尚
志
君

　
　
　
会
計
検
査
院
事
務
総
局
第
五
局

　
　
　
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
桐　
　
聡
君

　
　
　
最
高
裁
判
所
事
務
総
長　
　
　
　
堀
田　
眞
哉
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
内
閣
官
房
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依

　
　
　
存
症
対
策
推
進
本
部
事
務
局
審

　
　
　
議
官
）�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
浪　
武
志
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
内
閣
官
房
国
際
博
覧
会
推
進

　
　
　
本
部
事
務
局
次
長
）�　
　
　
　
　
長
﨑　
敏
志
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
内
閣
官
房
国
際
博
覧
会
推
進

　
　
　
本
部
事
務
局
次
長
）�　
　
　
　
　
福
島　
秀
生
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
内
閣
官
房
国
際
博
覧
会
推
進

　
　
　
本
部
事
務
局
次
長
）�　
　
　
　
　
井
上　
　
学
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
内
閣
官
房
新
し
い
資
本
主
義

　
　
　
実
現
本
部
事
務
局
次
長
）�　
　
　
坂
本　
里
和
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
内
閣
府
政
策
統
括
官
）　　
　
　
高
橋　
謙
司
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
宮
内
庁
次
長
）　　
　
　
　
　
　
黒
田
武
一
郎
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

　
　
　
官
房
審
議
官
）�　
　
　
　
　
　
　
向
井　
康
二
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務

　
　
　
局
長
）�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元　
照
仁
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
次
長
）�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
田　
俊
之
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
官
房
長
）　
小
宮　
義
之
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
長
）　　
藤
原　
朋
子
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
こ
ど
も
家
庭
庁
支
援
局
長
）　　
吉
住　
啓
作
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
デ
ジ
タ
ル
庁
統
括
官
）　　
　
　
村
上　
敬
亮
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
総
務
省
大
臣
官
房
地
域
力
創

　
　
　
造
審
議
官
）�　
　
　
　
　
　
　
　
山
越　
伸
子
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）　　
三
橋　
一
彦
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）　　
豊
嶋　
基
暢
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）　　
山
碕　
良
志
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
電

　
　
　
気
通
信
事
業
部
長
）�　
　
　
　
　
木
村　
公
彦
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）　　
松
井　
信
憲
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議

　
　
　
官
）�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤　
学
司
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
部

　
　
　
科
学
戦
略
官
）�　
　
　
　
　
　
　
梶
山　
正
司
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学

　
　
　
術
政
策
局
科
学
技
術
・
学
術
総

　
　
　
括
官
）�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下　
恭
徳
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
文
化
庁
審
議
官
）　　
　
　
　
　
小
林
万
里
子
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議

　
　
　
官
）�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
原　
知
己
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
商

　
　
　
務
・
サ
ー
ビ
ス
審
議
官
）�　
　
　
茂
木　
　
正
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
首
席

　
　
　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
推
進
政

　
　
　
策
統
括
調
整
官
）�　
　
　
　
　
　
吾
郷　
進
平
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議

　
　
　
官
）�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
誠
一
郎
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
長
）　
山
本　
和
徳
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
審
議

　
　
　
官
）�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原　
英
憲
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
審
議

　
　
　
官
）�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
俊
一
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
国
土
交
通
省
道
路
局
次
長
）　　
岸
川　
仁
和
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
国
土
交
通
省
鉄
道
局
次
長
）　　
平
嶋　
隆
司
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
（
環
境
省
環
境
再
生
・
資
源
循

　
　
　
環
局
次
長
）�　
　
　
　
　
　
　
　
角
倉　
一
郎
君

（
第
一
類　
第
十
五
号
）（
附
属
の
一
）

決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
一
分
科
会
議
録
⎝⎛
皇
室
費
、
国
会
、
裁
判
所
、
会
計
検
査
院
、
内
閣
、
内
閣
府

（
本
府
、
警
察
庁
、
金
融
庁
、
消
費
者
庁
）、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び

復
興
庁
所
管
並
び
に
他
の
分
科
会
所
管
以
外
の
国
の
会
計 ⎝⎛

　
第
　
一
　
号

第
二
百
十
三
回
国
会

衆

議

院

第
一
類
第
十
五
号（
附
属
の
一
）　　

�

決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
一
分
科
会
議
録（
皇
室
費
、
国
会
、
裁
判
所
、
会
計
検
査
院
、

内
閣
、
内
閣
府（
本
府
、
警
察
庁
、
金
融
庁
、
消
費
者
庁
）、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び
復
興
庁
所

管
並
び
に
他
の
分
科
会
所
管
以
外
の
国
の
会
計
）第
一
号　
令
和
六
年
五
月
十
三
日



二
三

第
一
類
第
十
五
号（
附
属
の
一
）　
　�

決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
一
分
科
会
議
録（
皇
室
費
、
国
会
、
裁
判
所
、
会
計
検
査
院
、

内
閣
、
内
閣
府（
本
府
、
警
察
庁
、
金
融
庁
、
消
費
者
庁
）、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び
復
興
庁
所

管
並
び
に
他
の
分
科
会
所
管
以
外
の
国
の
会
計
）第
一
号
　
令
和
六
年
五
月
十
三
日

の
私
の
係
で
一
人
一
台
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
を
配
付
し
た

と
こ
ろ
、
優
秀
な
若
手
社
員
が
ア
ッ
プ
ル
ト
ー
ク
で
マ
ッ

ク
を
つ
な
い
で
、
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
チ
ャ
ッ
ト
で
会

話
し
な
が
ら
、
エ
ク
セ
ル
の
マ
ク
ロ
を
使
っ
て
業
務
改
善

提
案
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
振
り
返
る
と
、
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
最
先
端
の
チ
ー
ム
で

し
た
。

　
当
時
、
ハ
ワ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
ゴ
ー
ル
ド
が
書
い
た「
思

考
の
た
め
の
道
具
」と
い
う
本
を
読
ん
で
お
り
ま
し
て
、

考
え
る
た
め
の
道
具
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
私
た

ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
道
具
で
は
な
い
と
強
く
意
識
し

ま
し
た
。
考
え
る
た
め
の
道
具
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
私
た
ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
道
具
で
は
な
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
五
年
前
、
地
元
の
公
民
館
祭
り
で
、
市
役
所
の

皆
さ
ん
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
付
を
し
て
い
て
、

ち
ょ
う
ど
誰
も
申
し
込
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
場

で
写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
き
、
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て

提
出
し
ま
し
た
。
後
日
、
市
役
所
の
窓
口
で
丁
寧
に
説
明

を
受
け
な
が
ら
暗
証
番
号
な
ど
を
設
定
し
て
、
交
付
と
な

り
ま
し
た
。
二
十
分
か
ら
三
十
分
間
ほ
ど
時
間
を
要
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
昨
年
の
十
二
月
、
市
役
所
か

ら
、
五
年
た
っ
た
の
で
更
新
手
続
の
通
知
が
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
五
年
間
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
方
々
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ

り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
と
、
患

者
さ
ん
の
半
分
以
上
の
方
が
利
用
し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
一
つ
で
、
医
師
が
利
用
を
促
す
と
患
者
さ
ん
は
率
直
に

応
じ
て
く
だ
さ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
も
う
一
人
の
医
師
の

方
か
ら
は
、
勧
め
て
も
二
、
三
割
で
、
他
は
一
日
数
名
の

利
用
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
用
し
て
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

の
受
付
は
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
保
険
証
を
読
み
込
ん
だ

後
に
顔
認
証
で
本
人
確
認
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
顔

認
証
に
代
え
て
暗
証
番
号
を
入
力
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
幾
つ
か
の
市
役
所
に
聞
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
昨
年
の

マ
イ
ナ
保
険
証
の
ポ
イ
ン
ト
の
最
終
局
面
だ
と
思
う
ん
で

　
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
中
西
主
査　
次
に
、
会
計
検
査
院
の
検
査
概
要
説
明
を

聴
取
い
た
し
ま
す
。
会
計
検
査
院
豊
岡
審
議
官
。

○
豊
岡
会
計
検
査
院
当
局
者　
ま
ず
、
令
和
三
年
度
デ
ジ

タ
ル
庁
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
検
査
い
た
し
ま
し
た
結

果
、
特
に
違
法
又
は
不
当
と
認
め
た
事
項
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　
次
に
、
令
和
四
年
度
デ
ジ
タ
ル
庁
の
決
算
に
つ
き
ま
し

て
検
査
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
特
に
違
法
又
は
不
当
と
認

め
た
事
項
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
以
上
を
も
っ
て
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

○
中
西
主
査　
こ
の
際
、
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

　
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
決
算
概
要
説
明
等

の
う
ち
、
た
だ
い
ま
説
明
を
聴
取
し
た
部
分
を
除
き
、
詳

細
な
説
明
は
、
こ
れ
を
省
略
し
、
本
日
の
会
議
録
に
掲
載

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
中
西
主
査　
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ

の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
〔
決
算
概
要
説
明
等
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
中
西
主
査　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
デ
ジ
タ
ル
庁
所
管
に

つ
い
て
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
中
西
主
査　
こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。

　
質
疑
の
申
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
許
し
ま
す
。

大
島
敦
君
。

○
大
島
分
科
員　
ど
う
も
こ
ん
に
ち
は
。
多
く
の
方
、
役

所
の
方
、
お
願
い
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　
一
九
八
七
年
、
海
外
駐
在
か
ら
本
社
の
輸
出
部
に
帰
っ

て
き
た
と
き
に
、
一
人
一
台
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
が
置
い

て
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
と
き
が
初
め
て
で
す
ね
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
知
り
合
っ
た
の
は
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
の
で
、
モ
デ
ム
を
使
っ
て
の
パ
ソ
コ

ン
通
信
の
時
代
で
、
今
で
も
Ｐ
Ｘ
Ｋ
で
始
ま
る
ニ
フ
テ
ィ

サ
ー
ブ
の
ア
ド
レ
ス
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
一
九
九
四
年
、
管
理
職
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
製
鉄
所

　
そ
れ
で
は
、
御
退
席
く
だ
さ
っ
て
結
構
で
す
。

　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
中
西
主
査　
こ
れ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
庁
所
管
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
概
要
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
河
野
デ
ジ
タ

ル
大
臣
。

○
河
野
国
務
大
臣　
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

　
令
和
三
年
度
デ
ジ
タ
ル
庁
主
管
一
般
会
計
歳
入
決
算
及

び
デ
ジ
タ
ル
庁
所
管
一
般
会
計
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
そ

の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
一
般
会
計
歳
入
決
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　
歳
入
予
算
額
は
四
十
二
万
円
余
に
対
し
ま
し
て
、
収
納

済
歳
入
額
は
七
百
十
九
万
円
余
で
あ
り
、
六
百
七
十
七
万

円
余
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
一
般
会
計
歳
出
決
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　
歳
出
予
算
現
額
は
一
千
百
五
十
七
億
九
千
五
百
九
十
七

万
円
余
に
対
し
ま
し
て
、
支
出
済
歳
出
額
は
六
百
四
十
七

億
七
千
七
百
八
十
三
万
円
余
、
翌
年
度
繰
越
額
は
四
百
三

十
八
億
二
千
六
百
八
十
二
万
円
余
、
不
用
額
は
七
十
一
億

九
千
百
三
十
二
万
円
余
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
ま
し
て
、
令
和
四
年
度
デ
ジ
タ
ル
庁
主
管
一

般
会
計
歳
入
決
算
及
び
デ
ジ
タ
ル
庁
所
管
一
般
会
計
歳
出

決
算
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
一
般
会
計
歳
入
決
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　
歳
入
予
算
額
は
二
百
九
十
一
万
円
余
に
対
し
ま
し
て
、

収
納
済
歳
入
額
は
二
千
五
百
四
十
万
円
余
で
あ
り
、
二
千

二
百
四
十
八
万
円
余
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
一
般
会
計
歳
出
決
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　
歳
出
予
算
現
額
は
二
千
百
十
九
億
二
千
八
百
八
十
四
万

円
余
に
対
し
ま
し
て
、
支
出
済
歳
出
額
は
一
千
二
百
九
十

四
億
四
千
五
百
四
十
一
万
円
余
、
翌
年
度
繰
越
額
は
七
百

五
十
四
億
四
千
八
十
七
万
円
余
、
不
用
額
は
七
十
億
四
千

二
百
五
十
五
万
円
余
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
三
年
度
及
び
令
和
四
年
度

の
決
算
の
概
要
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

円
余
で
あ
り
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
令
和
三
年
度
の
歳
出
予
算
現
額
は
百
五

十
三
億
五
千
七
百
六
十
四
万
円
余
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ

を
支
出
済
歳
出
額
百
二
十
四
億
八
千
八
百
七
万
円
余
に
比

較
い
た
し
ま
す
と
、
二
十
八
億
六
千
九
百
五
十
七
万
円
余

の
差
額
を
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
差
額
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
額
は
十
五
億

四
千
万
円
で
あ
り
、
不
用
額
は
十
三
億
二
千
九
百
五
十
七

万
円
余
で
あ
り
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
令
和
四
年
度
の
歳
出
予
算
現
額
は
百
六

十
六
億
一
千
七
百
九
十
七
万
円
余
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ

を
支
出
済
歳
出
額
百
二
十
二
億
一
千
五
百
四
万
円
余
に
比

較
い
た
し
ま
す
と
、
四
十
四
億
二
百
九
十
三
万
円
余
の
差

額
を
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
差
額
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
額
は
三
十
三

億
三
千
九
百
二
十
六
万
円
余
で
あ
り
、
不
用
額
は
十
億
六

千
三
百
六
十
七
万
円
余
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
二
年
度
か
ら
四
年
度
に
お

け
る
消
費
者
庁
歳
出
決
算
の
概
要
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
御
審
議
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

○
中
西
主
査　
次
に
、
会
計
検
査
院
の
検
査
概
要
説
明
を

聴
取
い
た
し
ま
す
。
会
計
検
査
院
佐
々
木
第
一
局
長
。

○
佐
々
木
会
計
検
査
院
当
局
者　
ま
ず
、
令
和
二
年
度
消

費
者
庁
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
検
査
い
た
し
ま
し
た
結

果
、
特
に
違
法
又
は
不
当
と
認
め
た
事
項
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　
次
に
、
令
和
三
年
度
消
費
者
庁
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て

検
査
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
特
に
違
法
又
は
不
当
と
認
め

た
事
項
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
令
和
四
年
度
消
費
者
庁
の
決
算
に
つ
き
ま
し

て
検
査
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
特
に
違
法
又
は
不
当
と
認

め
た
事
項
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
以
上
を
も
っ
て
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

○
中
西
主
査　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
内
閣
府
所
管
中
消
費

者
庁
に
つ
い
て
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
申
出

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
内
閣
府
所
管
中
消
費
者
庁
に
つ
い

て
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。



二
四

第
一
類
第
十
五
号（
附
属
の
一
）　
　�

決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
一
分
科
会
議
録（
皇
室
費
、
国
会
、
裁
判
所
、
会
計
検
査
院
、

内
閣
、
内
閣
府（
本
府
、
警
察
庁
、
金
融
庁
、
消
費
者
庁
）、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び
復
興
庁
所

管
並
び
に
他
の
分
科
会
所
管
以
外
の
国
の
会
計
）第
一
号
　
令
和
六
年
五
月
十
三
日

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
そ
の
ア
プ
リ
が
広
ま
り
始
め
た
十

年
以
上
前
に
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
、
こ
の
会
社
の
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
が
海
外
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
個
人
情
報
が
外
国

に
流
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
使
用
し
な
い
と
伝
え
ま
し

た
。

　
二
〇
二
一
年
中
に
、
中
国
か
ら
同
社
が
持
つ
個
人
デ
ー

タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
、
個
人
情
報
保
護
委
員

会
は
同
社
に
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
改
善
を
指
導
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
例
に
つ
い
て
手
短
に
御
説
明
く
だ

さ
い
。

○
松
元
政
府
参
考
人　
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
三
年
に
行
政
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
社
の
前
身
で
あ
り
ま
す
旧
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
社
が
シ
ス
テ
ム
開
発
を
再
委
託
し
て
お
り
ま
し
た
中

国
の
子
会
社
に
お
き
ま
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ユ
ー
ザ
ー
に
関

す
る
個
人
情
報
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
四
名
が
計
三
十
五
回
の
ア

ク
セ
ス
を
行
っ
て
い
た
事
実
関
係
が
認
め
ら
れ
た
事
案
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
案
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
は
旧
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
社
に
対
し
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
委
託

先
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
し
て
自
ら
講
ず

べ
き
安
全
管
理
措
置
と
同
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う

適
切
な
監
督
等
を
実
施
す
る
よ
う
、
指
導
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
大
島
分
科
員　
国
民
一
人
一
人
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

た
せ
る
政
策
も
、
も
っ
と
使
い
や
す
く
し
て
、
カ
ー
ド
を

持
た
ず
に
、
顔
認
証
と
生
体
認
証
を
組
み
合
わ
せ
て
、
何

も
持
た
ず
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
い
勝
手
の
よ
さ
の
比
較
で
あ
っ

て
、
実
は
本
質
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
情
報
を
保
管
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
こ
そ
が
最

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
と
専
門
用
語
で
言
わ

れ
る
と
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
と
聞
こ
え
ま
す
が
、
要
す

る
に
、
情
報
を
ど
こ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
、
ど
の
サ
ー

バ
ー
に
、
ど
の
よ
う
に
保
管
す
る
か
が
重
要
な
の
で
す
。

　
政
府
や
自
治
体
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
管
理
す
る
こ
と
は
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
、
ま
と
め
て
特
定
の
事
業
者
に
預
か
っ

て
も
ら
う
政
策
を
デ
ジ
タ
ル
庁
が
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ

の
対
応
が
素
早
か
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
、
台
湾
、
韓
国
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
国
々
は
、
徴
兵
制
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
二
〇
二
三
年
九
月
に
台
湾
を
訪
問
し
て
、
国
防
研

究
所
の
所
長
、
あ
る
い
は
経
済
団
体
の
代
表
や
国
政
選
挙

で
の
若
手
候
補
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
蔡
英
文

政
権
は
、
徴
兵
期
間
四
か
月
を
、
二
〇
二
四
年
、
今
年
か

ら
十
二
か
月
に
延
ば
し
ま
す
。
個
人
情
報
の
扱
い
、
ま

た
、
国
が
持
っ
て
い
る
有
事
へ
の
対
応
能
力
も
我
が
国
と

は
異
な
り
ま
す
。

　
我
が
国
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
有
事
を
ど
の
よ
う
に
想
定
す
る
か
に
よ
っ

て
、
国
と
し
て
持
つ
べ
き
デ
ジ
タ
ル
能
力
に
差
が
出
ま
す

の
で
、
一
概
に
他
国
と
の
比
較
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
我
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
の
で

あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
三
十
年
間
、
人
口
は
一
億

二
千
五
百
万
人
で
し
た
が
、
二
十
年
後
に
は
一
億
人
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
人
口
減
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
行
政
を
ど
の
よ
う
に
合
理
化
し
て
ど
う
備
え
る
の

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
安
全
保
障
環
境
が
変
化
し
て
、

我
が
国
の
国
益
を
守
る
に
は
、
何
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、

何
を
ア
ナ
ロ
グ
で
残
す
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
国
の
形
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
も
運
転

免
許
証
も
公
金
受
取
口
座
も
ひ
も
づ
け
す
る
こ
と
が
デ
ジ

タ
ル
化
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
は
、
紛

失
の
リ
ス
ク
、
暗
証
番
号
の
管
理
、
更
新
手
続
の
煩
雑
さ

な
ど
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
カ
ー
ド
を

持
た
な
い
社
会
が
ス
マ
ー
ト
と
思
い
ま
す
。
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｅ
で
も
指
紋
認
証
で
き
ま
す
し
、
銀
行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
も
生
体
認
証
で
す
し
、
顔
認
証
と
組
み

合
わ
せ
て
、
何
も
持
た
ず
に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
と
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
国
が

国
民
の
顔
認
証
や
生
体
認
証
の
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
持

つ
か
に
つ
い
て
は
、
国
民
と
の
議
論
を
積
み
重
ね
な
が
ら

決
め
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
先
日
、
事
務
所
女
性
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
今
で
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
は
使
用
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
と
し
て
我
が
国
で
は
デ
フ
ァ
ク
ト

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
事
実
上
の
標
準
に
な
っ
て
い
る
ア
プ
リ

に
導
入
さ
れ
た
コ
ス
ト
で
あ
る
と
理
解
を
い
た
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
国
民
全
体
が
持

つ
こ
と
は
義
務
で
は
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
が
国
民
全
て
に
普
及
す
る
こ
と
は
制
度
上
難
し
い

か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
が
義
務

で
あ
る
か
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
。

○
村
上
政
府
参
考
人　
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
の
申
請
に
基
づ
い
て

交
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

○
大
島
分
科
員　
そ
う
す
る
と
、
二
〇
二
四
年
十
二
月
二

日
ま
で
と
期
限
を
区
切
っ
て
、
従
来
の
保
険
証
を
全
て
マ

イ
ナ
保
険
証
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
決
定
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う

か
。

○
日
原
政
府
参
考
人　
お
答
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、

患
者
御
本
人
の
健
康
医
療
情
報
に
基
づ
く
よ
り
よ
い
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
医
療
Ｄ
Ｘ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
な

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
国
民
の
皆

様
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
ご
ざ
い
ま
し
て
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
さ
れ
る
か
否
か

は
、
あ
く
ま
で
御
本
人
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。

○
大
島
分
科
員　
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
国
の
生
い

立
ち
が
強
く
反
映
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
一

月
に
北
京
を
訪
問
し
た
際
に
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

決
済
は
顔
認
証
で
し
た
、
試
験
的
で
す
け
れ
ど
も
。
レ
ジ

で
何
も
持
た
ず
に
、
顔
を
カ
メ
ラ
に
向
け
る
だ
け
で
し

た
。
中
国
は
、
闇
社
会
撲
滅
の
た
め
に
紙
幣
の
流
通
を
抑

え
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
進
め
、
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ

ル
通
貨
で
個
々
の
マ
ネ
ー
の
流
れ
を
政
府
が
捕
捉
で
き
る

政
策
を
進
め
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
時
に
デ
ジ
タ
ル
で

す
け
れ
ど
も
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
ひ
も
づ
け
ミ
ス
は
、

市
役
所
に
聞
い
て
み
る
と
、
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す
る
た
め
に
、
期

間
中
は
窓
口
に
多
く
の
方
が
集
ま
り
、
長
椅
子
を
出
し
た

り
、
長
時
間
待
た
さ
れ
た
り
し
て
怒
ら
れ
た
り
と
大
変

だ
っ
た
と
切
に
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
市
役
所
の
方
に

写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
市
役
所
の
職
員
の

方
か
ら
は
、
持
ち
込
ま
れ
た
写
真
は
修
正
が
あ
っ
た
り
と

質
は
様
々
で
、
本
人
確
認
が
し
っ
か
り
で
き
る
の
か
と
不

安
だ
と
も
伺
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
普
及
す
る
た
め
に
投
入
さ

れ
た
予
算
額
に
つ
い
て
ま
ず
御
説
明
し
て
い
た
だ
け
る
と

助
か
り
ま
す
。

○
村
上
政
府
参
考
人　
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や

カ
ー
ド
発
行
に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て
、
私
の
方
か
ら
お

答
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
関
連
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
府
省
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が
成
立
し
た
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
の
決
算
、
令
和
五
年
度
の

決
算
見
込
み
及
び
令
和
六
年
度
の
予
算
、
十
二
年
間
累
計

の
数
字
で
、
制
度
の
導
入
、
運
用
に
係
る
シ
ス
テ
ム
整
備

に
つ
い
て
約
四
千
六
百
億
円
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会

シ
ス
テ
ム
の
維
持
、
運
用
な
ど
に
つ
い
て
約
千
二
百
億

円
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
な
ど
に
関
す
る
経
費

に
つ
い
て
約
五
千
九
百
億
円
、
十
二
年
間
で
以
上
合
計
約

一
兆
一
千
七
百
億
円
と
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

○
大
島
分
科
員　
確
認
し
ま
す
。
今
の
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
導
入
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
ト
ー
タ
ル
額
が
、
予

算
規
模
が
二
兆
円
に
対
し
て
一
兆
四
千
億
円
の
支
出
だ
っ

た
、
そ
う
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

○
山
越
政
府
参
考
人　
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
全
体
の
第
一
弾
、
第
二
弾
の
予
算
額

の
総
額
が
二
兆
一
千
百
十
三
億
円
、
執
行
額
で
一
兆
三
千

七
百
七
十
九
億
円
と
な
り
ま
す
。
そ
の
一
部
が
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
登
録
に
関
わ
る
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
大
島
分
科
員　
予
算
額
が
ほ
ぼ
二
兆
円
で
、
一
兆
四
千

億
円
が
、
ほ
ぼ
、
多
分
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
の
た
め
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た
だ
、
ど
の
個
人
情
報
を
ど
の
よ
う
に
保
管
し
管
理
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
は
別
に
、
国
会
に
監
視
委
員

会
を
新
設
し
て
、
国
民
の
代
表
が
関
与
す
る
こ
と
も
一
案

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か
、
国
民
の
機
微
に
触
れ

る
情
報
、
今
の
情
報
プ
ラ
ス
生
体
認
識
の
情
報
だ
っ
た
り

顔
認
識
の
情
報
を
国
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
持
た
せ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
政
治
に
対
す
る
信
頼
が
で
き
な

い
と
難
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、
で
す
か
ら
、
こ
こ

の
議
論
と
い
う
の
は
、
今
後
の
国
会
の
中
で
進
め
る
べ
き

議
論
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、
私
た
ち
政
治
に
対
し
て
国

民
の
信
頼
を
取
り
戻
し
て
、
ど
う
や
っ
て
構
築
し
て
い
く

の
か
も
併
せ
て
必
要
だ
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
国
の
シ
ス
テ
ム
は
、
健
康
保
険
証
も
公
金
受
取
口
座
も

運
転
免
許
証
も
、
全
て
の
情
報
を
一
枚
の
カ
ー
ド
に
集
約

す
れ
ば
デ
ジ
タ
ル
先
進
国
に
な
れ
る
と
い
う
表
層
的
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
国
の
施
策
と
し
て
、
ポ

イ
ン
ト
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
を
誘
導
す
る
こ
と

に
も
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。
自
信
の
あ
る
政
策
で
し
た

ら
、
法
制
化
で
対
応
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
先
ほ
ど
御
答
弁
の
あ
っ
た
一
兆
四
千
億
円
も
の

予
算
を
投
じ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
図
る
よ

り
も
、
世
界
最
先
端
の
秘
匿
が
完
璧
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
す
る
研
究
開
発
や
、
導
入
し
普
及
さ
せ
る
た
め
の
民

間
企
業
へ
の
資
金
的
な
支
援
、
並
び
に
、
顔
認
証
や
生
体

認
証
で
、
何
も
持
た
ず
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
カ
ー
ド
レ

ス
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
研
究
開
発
や
基
盤
整
備
に
向

け
る
こ
と
が
我
が
国
の
競
争
力
を
強
化
す
る
と
思
い
ま
す

し
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
将
来
に
備
え
た
国
の
役
割
だ
と
考

え
て
お
り
ま
し
て
、
冒
頭
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
私
た
ち
の
道
具
で
あ
っ

て
、
私
た
ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
道
具
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
時
間
が
そ
ろ
そ
ろ
押
し
迫
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
最
後
に
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
た
際
に
は
、
従
来
の
健
康
保
険

証
利
用
よ
り
も
若
干
安
く
な
り
ま
す
。
日
本
の
医
療
制
度

は
す
ば
ら
し
い
制
度
で
、
健
康
保
険
証
が
あ
れ
ば
、
所
得

格
差
な
く
、
国
民
は
あ
ま
ね
く
一
定
水
準
の
医
療
が
受
け

量
子
セ
キ
ュ
ア
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
時
に
、

量
子
暗
号
技
術
と
の
組
合
せ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
の
量
子
暗
号
技
術
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
通
信
技
術
を
伴
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
こ
の
量
子
暗
号
通
信
技
術
に
つ
き
ま
し
て
、
例
え
ば

海
外
で
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
よ
り
長
距
離
の
通
信
を

実
現
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
分
前
提
に
な
る
か
と
存
じ

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
こ
の
量
子
暗
号
通
信
技
術
に
つ

き
ま
し
て
は
、
お
お
よ
そ
大
体
百
キ
ロ
程
度
の
伝
送
距
離

を
持
っ
て
い
る
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
り
長
距
離

の
通
信
を
可
能
に
す
る
と
い
う
技
術
開
発
の
研
究
も
同
時

並
行
に
進
め
る
必
要
は
あ
る
か
な
と
い
う
ふ
う
に
存
じ
て

お
り
ま
す
。

○
大
島
分
科
員　
先
行
し
て
答
弁
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一
つ
に
は
、
こ
の
サ
ー
バ
ー
の
技
術
を
、
二
〇
二
七
年

ま
で
に
一
通
り
の
研
究
が
終
わ
っ
て
実
証
化
に
な
る
。
も

う
一
つ
は
量
子
暗
号
で
の
通
信
技
術
だ
と
思
っ
て
い
て
、

こ
の
技
術
も
何
年
か
前
に
一
回
、
国
会
で
取
り
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
非
常
に
い
い
技
術
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
当
時
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
伺
っ
た
と
き
に
、
ス
マ
ホ
間

で
量
子
暗
号
キ
ー
を
持
た
せ
な
が
ら
、
完
全
秘
匿
の
会
話

の
デ
モ
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
も
し
て
。
で
す
か
ら
、

や
は
り
、
こ
の
二
つ
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
日
本

が
世
界
に
先
行
し
な
が
ら
、
完
全
に
秘
匿
で
き
る
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
、
あ
る
い
は
通
信
手
順
を
持
て
る
国
に
な
る
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
技
術
こ
そ
が
必

要
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
今
後
、
民
間
金
融
機
関
な
ど
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
国
が
技
術
開
発
費
や
運
用
す
る
費
用
を

助
成
す
る
こ
と
も
普
及
を
加
速
さ
せ
る
と
思
っ
て
い
ま
し

て
、
先
ほ
ど
の
御
答
弁
の
中
で
、
一
兆
四
千
億
円
か
な
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
た
め
に
使
わ
れ
た
予
算
が
あ
る
、
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
保
険
証
で
す
か
ら
、
ト
ー
タ
ル
と
し

て
ど
う
い
う
ふ
う
に
切
り
分
け
ら
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い

に
せ
よ
、
国
の
決
算
行
政
監
視
委
員
会
で
す
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
予
算
を
配
分
し
た
方
が
い
い
か
な
と
い
う
と
、
こ

う
い
う
研
究
開
発
に
使
っ
た
方
が
い
い
か
な
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

技
術
と
、
た
だ
い
ま
委
員
か
ら
御
指
摘
あ
り
ま
し
た
と
お

り
、
複
数
拠
点
に
デ
ー
タ
を
安
全
に
分
散
保
管
で
き
る
、

こ
れ
は
秘
密
分
散
技
術
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
重
要
デ
ー
タ
を

安
全
に
分
散
保
管
を
可
能
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
量
子
セ
キ
ュ
ア
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
き
ま
し
て

は
、
内
閣
府
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
お
き
ま
し
て
、
将
来
の
量
子
、
古
典
計
算
機
と
の
接

続
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
開
発
を
推
進
を
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
情
報
通
信
研
究
機
構
の
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
等
を

活
用
し
ま
し
て
、
例
え
ば
、
金
融
あ
る
い
は
医
療
等
の
分

野
に
お
け
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
具
体
化
に
向
け
た
実
証
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
研
究
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
〇
二
七
年
度
を
研
究

終
了
目
標
と
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
研
究
を
進
め
る
と

と
も
に
、
二
〇
二
七
年
度
以
降
、
関
係
府
省
と
も
連
携
を

し
な
が
ら
、
社
会
実
装
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
大
島
分
科
員　
一
つ
の
デ
ー
タ
を
乱
数
を
用
い
て
三
つ

に
分
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
バ
ー
に
持
た
せ
て
、
一

つ
が
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
一
つ
に
つ

い
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
と
し
て
も
、
二
つ
か
ら
突

合
す
れ
ば
元
の
デ
ー
タ
が
完
成
す
る
と
い
う
こ
の
考
え
方

は
前
々
か
ら
あ
っ
た
考
え
方
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
が
実

用
化
に
向
か
っ
て
進
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
し
っ
か
り
応

援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
て
。

　
そ
れ
で
、
こ
う
い
う
ク
ラ
ウ
ド
を
、
そ
の
よ
う
な
考
え

方
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
安
い
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
海
外
に

も
移
し
て
も
構
わ
な
い
と
私
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

海
外
に
仮
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
一
か
所
か
二
か
所
移
し

た
場
合
の
、
そ
の
と
き
の
安
全
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
聞
か
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
更
問
い
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
答
え
ら
れ
れ
ば
答
え
て
く
だ
さ
い
。

○
豊
嶋
政
府
参
考
人　
た
だ
い
ま
委
員
か
ら
御
質
問
あ
っ

た
件
で
ご
ざ
い
ま
す
量
子
セ
キ
ュ
ア
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
き
ま

し
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
秘
密
分
散
技
術

に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
委
員
が
御
指
摘
あ
っ
た
よ
う
に
、

デ
ー
タ
を
三
つ
に
分
散
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
海
外

に
拠
点
を
移
す
と
い
う
御
質
問
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の

で
、
政
府
の
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
や
自
治
体
の
基
幹
業
務
シ

ス
テ
ム
を
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
、
政
府
の
統
一
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
起
用
を
入
札
で
選
ん
だ
と
こ
ろ
、

グ
ー
グ
ル
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
海
外
企
業
が
受
注
し
た
の
で

し
た
。
情
報
が
置
か
れ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
国
内
立
地

を
条
件
に
し
て
い
ま
す
が
、
有
事
の
際
に
は
外
国
政
府
が

当
該
企
業
に
圧
力
を
か
け
、
我
が
国
の
情
報
が
漏
れ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
デ
ー
タ

事
業
を
行
う
日
本
企
業
が
条
件
付
で
起
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
私
た
ち
政
治
に
携
わ
る
者
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
何
を
国
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
何

を
民
間
の
競
争
に
委
ね
る
か
と
い
う
線
引
き
で
す
。
私

は
、
日
本
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
レ
ベ

ル
が
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
か
ら
外
国
企
業
に
委

託
す
る
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
我
が
国
の
世
界
標
準
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
の
か
を
検
証
し
た
上

で
、
我
が
国
が
主
導
し
て
世
界
で
一
番
安
全
な
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
を
構
築
し
て
か
ら
、
そ
こ
に
国
民
の
個
人
情
報
を

預
け
る
こ
と
が
、
多
少
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
近
道
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
離
れ
て
い
る
二
か
所
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

で
同
じ
情
報
を
持
つ
こ
と
で
、
一
つ
が
壊
れ
て
も
、
も
う

一
つ
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
安
全
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
研
究
段
階
で
す
が
、
一
つ
の
デ
ー
タ
を

乱
数
を
用
い
て
三
つ
に
分
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
、
ど
れ
か
二
つ
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
元
ど
お
り
に
復

元
で
き
る
と
す
れ
ば
、
仮
に
一
か
所
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
サ
ー
バ
ー
が
攻
撃
を
受
け
て
情
報
が
流
出
し
て
も
、
二

つ
の
情
報
を
合
わ
せ
な
い
と
復
元
で
き
な
い
と
い
う
技
術

が
あ
る
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て

総
務
省
の
御
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
豊
嶋
政
府
参
考
人　
今
委
員
か
ら
御
指
摘
の
あ
っ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
量
子
セ
キ
ュ
ア
ク
ラ
ウ
ド
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
か
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
量
子
セ
キ
ュ
ア
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、
量

子
の
性
質
に
よ
り
盗
聴
を
確
実
に
検
知
で
き
る
量
子
暗
号



二
六

第
一
類
第
十
五
号（
附
属
の
一
）　
　�

決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
一
分
科
会
議
録（
皇
室
費
、
国
会
、
裁
判
所
、
会
計
検
査
院
、

内
閣
、
内
閣
府（
本
府
、
警
察
庁
、
金
融
庁
、
消
費
者
庁
）、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び
復
興
庁
所

管
並
び
に
他
の
分
科
会
所
管
以
外
の
国
の
会
計
）第
一
号
　
令
和
六
年
五
月
十
三
日

て
、
支
出
済
歳
出
額
は
千
二
百
五
十
五
億
七
千
四
十
万
円

余
で
あ
り
、
二
百
八
十
二
億
三
千
二
百
九
十
九
万
円
余
の

差
額
を
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
差
額
の
う
ち
翌
年
度
繰
越
額
は
二
百
三
十
七
億
九

千
百
十
二
万
円
余
で
あ
り
、
不
用
額
は
四
十
四
億
四
千
百

八
十
七
万
円
余
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
決
算
の
概
要
説
明
を
終
わ
り
ま

す
。

　
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

○
中
西
主
査　
次
に
、
会
計
検
査
院
の
検
査
概
要
説
明
を

聴
取
い
た
し
ま
す
。
会
計
検
査
院
佐
々
木
第
一
局
長
。

○
佐
々
木
会
計
検
査
院
当
局
者　
ま
ず
、
令
和
二
年
度
内

閣
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
検
査
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
特

に
違
法
又
は
不
当
と
認
め
た
事
項
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
令
和
三
年
度
内
閣
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
検
査

い
た
し
ま
し
た
結
果
、
特
に
違
法
又
は
不
当
と
認
め
た
事

項
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
令
和
四
年
度
内
閣
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
検

査
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
特
に
違
法
又
は
不
当
と
認
め
た

事
項
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
以
上
を
も
っ
て
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

○
中
西
主
査　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
内
閣
所
管
に
つ
い
て

の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
中
西
主
査　
こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。

　
質
疑
の
申
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、
順
次
こ
れ
を
許
し
ま

す
。
櫻
井
周
君
。

○
櫻
井
分
科
員　
立
憲
民
主
党
の
櫻
井
周
で
す
。

　
本
日
も
質
問
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
ま
ず
最
初
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
官
房

長
官
に
お
尋
ね
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
方
針
の
十
三
ペ
ー
ジ
を
見
ま
す

と
、
こ
こ
に
、
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
進
捗
管
理
及
び
達
成
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
、
か
か
る
取
組
を
国
際
社
会
全
体
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に

向
け
た
取
組
に
有
機
的
に
統
合
す
る
こ
と
及
び
国
際
社
会

に
お
い
て
主
導
権
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
を
十
分
踏
ま
え

○
林
国
務
大
臣　
令
和
二
年
度
に
お
け
る
内
閣
所
管
の
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
御

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
内
閣
主
管
の
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
予
算
額
七

億
二
千
九
百
八
十
九
万
円
余
に
対
し
ま
し
て
、
収
納
済
歳

入
額
は
六
億
四
千
三
百
五
十
五
万
円
余
で
あ
り
、
八
千
六

百
三
十
三
万
円
余
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
内
閣
所
管
の
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
出
予

算
現
額
千
八
百
二
十
五
億
二
千
三
百
四
十
二
万
円
余
に
対

し
ま
し
て
、
支
出
済
歳
出
額
は
千
三
百
九
十
八
億
八
千
二

百
八
十
五
万
円
余
で
あ
り
、
四
百
二
十
六
億
四
千
五
十
七

万
円
余
の
差
額
を
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
差
額
の
う
ち
翌
年
度
繰
越
額
は
三
百
四
十
八
億
千

五
百
三
万
円
余
で
あ
り
、
不
用
額
は
七
十
八
億
二
千
五
百

五
十
三
万
円
余
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
三
年
度
に
お
け
る
内
閣
所
管
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

　
内
閣
主
管
の
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
予
算
額
七

億
八
千
三
百
四
十
八
万
円
余
に
対
し
ま
し
て
、
収
納
済
歳

入
額
は
二
十
億
九
千
二
百
三
十
二
万
円
余
で
あ
り
、
十
三

億
八
百
八
十
三
万
円
余
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
内
閣
所
管
の
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
出
予

算
現
額
千
六
百
七
十
六
億
六
千
四
百
九
十
八
万
円
余
に
対

し
ま
し
て
、
支
出
済
歳
出
額
は
千
四
百
五
十
五
億
四
千
七

百
十
七
万
円
余
で
あ
り
、
二
百
二
十
一
億
千
七
百
八
十
万

円
余
の
差
額
を
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
差
額
の
う
ち
翌
年
度
繰
越
額
は
百
五
十
二
億
二
千

八
百
九
十
万
円
余
で
あ
り
、
不
用
額
は
六
十
八
億
八
千
八

百
九
十
万
円
余
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
四
年
度
に
お
け
る
内
閣
所
管
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

　
内
閣
主
管
の
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
予
算
額
四

億
八
千
二
百
八
十
八
万
円
余
に
対
し
ま
し
て
、
収
納
済
歳

入
額
は
二
億
一
千
三
百
四
十
八
万
円
余
で
あ
り
、
二
億
六

千
九
百
四
十
万
円
余
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
内
閣
所
管
の
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
出
予

算
現
額
千
五
百
三
十
八
億
三
百
四
十
万
円
余
に
対
し
ま
し

も
い
た
場
合
に
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

す
る
制
度
と
、
も
う
一
つ
の
制
度
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い

の
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
御

答
弁
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
時
間
が
来
る
と
思
う
の
で
、
私
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、

や
は
り
将
来
的
に
は
カ
ー
ド
レ
ス
の
社
会
。
私
も
い
ろ
い

ろ
な
暗
証
番
号
を
Ａ
４
二
枚
程
度
に
全
部
整
理
し
て
あ
り

ま
し
て
、
覚
え
切
れ
な
い
の
が
皆
さ
ん
だ
と
思
う
。
高
齢

者
の
方
に
な
れ
ば
、
カ
ー
ド
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
忘
れ
て

し
ま
う
お
そ
れ
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
や
は
り
将

来
的
に
は
、
顔
認
証
と
生
体
認
証
で
本
人
を
特
定
し
て
、

何
も
持
た
な
い
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
い
い
か
な

と
。

　
で
す
か
ら
、
私
が
考
え
る
に
は
、
最
初
か
ら
、
マ
イ
ナ

保
険
証
じ
ゃ
な
く
て
、
従
来
の
保
険
証
が
あ
っ
て
、
国
に

対
し
て
顔
認
証
デ
ー
タ
と
生
体
認
証
デ
ー
タ
を
預
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
後
、
一
切
保
険
証
が
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
よ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら
の
方
で
誘
導
し
な
が

ら
、
あ
る
程
度
、
五
年
、
十
年
た
っ
て
、
先
ほ
ど
言
っ
た

全
く
安
全
性
の
レ
ベ
ル
が
高
い
我
が
国
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
が
で
き
た
ら
、
そ
の
と
き
に
私
た
ち
政
治
に
対
す
る

国
民
の
信
頼
が
あ
れ
ば
、
法
制
化
し
て
、
お
金
を
使
わ
な

い
で
ス
マ
ー
ト
に
移
管
し
た
方
が
い
い
の
か
な
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
今
皆
さ
ん
が
苦
労
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
よ
く
分
か
る
の
で
、
時
間
が
来
ま
し
た
の
で
最
後
の
答

弁
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
今
後
も
誠
実
に

お
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

　
以
上
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
中
西
主
査　
こ
れ
に
て
大
島
敦
君
の
質
疑
は
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
デ
ジ
タ
ル
庁
所
管
に
つ
い
て
の
質

疑
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
中
西
主
査　
こ
れ
よ
り
内
閣
所
管
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
す
。

　
ま
ず
、
概
要
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
林
内
閣
官
房

長
官
。

ら
れ
ま
す
。
が
ん
に
な
っ
て
も
、
県
立
や
国
立
の
が
ん
セ

ン
タ
ー
で
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
整
備
さ
れ
た
制
度
を
持
つ
国
は
日
本
だ
け
で
す
。

　
今
回
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、
公
的

保
険
に
価
格
誘
導
的
な
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
、
我

が
国
の
医
療
制
度
の
綻
び
を
感
じ
、
残
念
で
す
。
そ
こ
に

は
、
国
民
に
あ
ま
ね
く
平
等
に
医
療
を
提
供
す
る
と
い
う

国
民
皆
保
険
に
つ
い
て
の
哲
学
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
で

す
。

　
そ
れ
で
、
伺
い
た
い
の
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し

た
場
合
と
従
来
ど
お
り
の
保
険
証
の
場
合
の
、
患
者
さ
ん

が
医
療
機
関
に
支
払
う
医
療
費
に
つ
い
て
御
答
弁
く
だ
さ

い
。

○
日
原
政
府
参
考
人　
お
答
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
御
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
医
療
情
報
取
得
加
算
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
質
の
高
い
医
療
を
提

供
す
る
観
点
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
医
療
機
関
で
あ
り
ま
し
て
、
初
診
及
び
再
診

時
に
患
者
の
方
の
医
療
情
報
を
適
切
に
取
得
す
る
こ
と
を

評
価
す
る
も
の
と
し
て
設
け
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
加
算
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
患
者

の
方
が
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
患
者
の
方
の
医
療
情
報
を
確
認
で
き
て
、
医
療

機
関
の
事
務
負
担
が
軽
減
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
こ
と
か

ら
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
な
い
場
合
の
初
診
時
三
点

と
比
べ
ま
し
て
、
点
数
を
一
点
と
い
う
ふ
う
に
低
く
し
て

ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
自
己
負
担
額

と
し
て
見
ま
す
と
、
三
割
負
担
の
方
で
あ
り
ま
す
と
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
利
用
さ
れ
た
場
合
の
方
が
六
円
低
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
大
島
分
科
員　
若
干
の
支
払
い
金
額
の
差
で
す
け
れ
ど

も
、
国
民
皆
保
険
こ
そ
が
我
が
国
の
平
等
性
を
保
た
れ
て

い
て
、
我
が
国
の
社
会
を
支
え
る
制
度
だ
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
医
療
費
に
つ
い
て
の
値
差
が
生
じ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
哲
学
と
い
う
の
か
な
、
国
民
皆
保
険
を
守
る
と
い

う
こ
と
と
は
多
分
違
う
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
冒
頭
聞
い
た
よ
う
に
、
今
の
法
制
度
で
あ
る

と
、
国
民
の
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
変
え
な
い
人
が
一
人
で


